
 

 

 

 

 

５つのプロセスでつなぐ 
「生きて働く知識・技能」の習得を目指した国語科の授業づくり【概要】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５つのプロセスでつなぐ 
「生きて働く知識及び技能」の習得を目指した国語科の授業づくり 

 

「国語科習得確認表」の活用 

目標・指導内容の精選 

 
指導目標と 

評価規準の設定 

 
学習状況に応じた 

授業 

 
 

学習評価 
 

各教科等 

を合わせた 

指導 

教科別の 

指導 

自立活動の 

指導 

プロセス２ 

プロセス３ プロセス４ 

プロセス５ 
「国語科習得確認表」 

年間指導計画モデル 

活動案 

授業評価シート 
（評価の計画） 

授業評価シート 
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プロセス１ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※個別指導計画や学校生活支援シートを活用する。 

 

確認〇 実態把握の項目（例） 

 国語科の学習状況 

 教材・教具の実施状況 

 発達の段階（心理・発達検査等の結果など） 

 自立活動の指導目標 

 特性（性格、得意不得意など） 

 興味・関心 

発達の段階の確認、教科の学習状況確認などの 

実態把握 

学習指導要領に示された 

各段階の目標と児童の姿 

プロセス１ 

国語科の学習状況を 

把握する。 

プロセス２へ 

国語科のどの「段階」の内容を 
扱うのが適切か？ 確認項目 

学習状況の確認 

「国語科習得確認表」 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

確認〇 指導目標の項目 

 
指導集団や個の学習状況を踏まえた 

指導目標を設定している。 

 
単元や題材、内容のまとまりで達成を目指す 

指導目標を設定している。 

 
学習指導要領に示された目標・内容に基づく 

指導目標を設定している。 

 
個別指導計画の目標を踏まえて 

指導目標を設定している。 

目標・指導内容の精選 

ア「知識及び技能」及びイ「思考力、判断力、表現力等」の目標を達成する
学習過程における粘り強い取り組みや自らの学習の調整について目標を
設定する。 

「国語科習得確認表」で 

確認した学習状況 

プロセス３へ 

プロセス２ 

「国語科習得確認表」を活用し 

学習指導要領が示す「段階」に基づく 

目標・指導内容の精選 
 

確認項目 

学習指導要領が示す目標・内容との関連を 
図り、具体的な指導目標を設定する。 

目標・指導内容を精選し、 

計画を立てる。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

確認〇 指導目標と評価規準の項目 

 
段階的な指導目標や個別の指導目標を 

設定している。 

 
段階的な評価規準や個別の評価規準を 

設定している。 

実態差に対応した 
個別の目標・評価規準を設定 

プロセス３ 

児童一人一人の実態を踏まえた 

指導目標と評価規準の設定 

確認項目 

年間指導計画モデル 

実態差に対応した、段階的な 

評価の計画を立てる。 
 

学習活動に即した指導目標 

学習活動に即した評価規準 

プロセス４へ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

児童一人一人の目標達成にせまる 

学習状況に応じた授業 

プロセス４ 

確認項目 

学習活動を検討する。 

学習活動の項目 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

単元目標 

ア 知識及び技能 イ 思考力・判断力・表現力等 ウ 学びに向かう力、人間性等 

動物や食べ物、友達の名前など、身

近な２、３文字の平仮名が分かり、

読むことができる。 

動物や食べ物、友達の名前など、２、３文字

の平仮名が分かり、言葉で伝えたり、絵や写

真を単語と対応させたりすることができる。 

活動に繰り返し登場する平仮名や日常生活に登場する

平仮名を自ら読み、言葉や行動で表現する。 

本時の指導目標 ア ①②③ イ ①②③  

 学習内容「何を学ぶか」 学習活動「どのように学ぶか」 手だて 評価規準 

導 入 
○始まりの挨拶 
(1) 予定の確認 

 
・予定を確認する。 

 
・予定をカードやタブレット端末で視覚 

的に示す。 

 

展 開 

(2) 動画「あいうえうたお♪」 

 
 

(3) 動物クイズ 

 
 

(4) 食べ物お届け指令ゲーム 

・動画を見ながら五十音カード（行のまとま

りごと）を台紙に並べる。 
 

・タブレット端末に表示された文字を見て、

読んだり、選択肢から対応するものを選ん
だりする。 

・指令カード（友達の名前、食べ物の名前）

を見て、友達の写真が貼られた模造紙に食
べ物カードを貼っていく。読めない場合は、

指令カードに貼られたヒントを開いて、絵

と写真を確認する。 
・完成したごちそうを確認する。 

・実態に応じた五十音カードや台紙を提 

示する。文字や絵の示し方を変更する。 
 

・実態に応じて、クイズに登場する動物 

や選択肢の有無を変える。 
 

・個々のかごに指令カードを入れておく。 

実態によって指令カードの数を変更す 
る。かごが空になったら終わりにする。 

・児童に質問しながら確認する。 

 

 
 

ア-①②③ 

イ-①②③ 
 

ア-①②③ 

イ-①②③ 
 

まとめ 

(5) 絵本の読み聞かせ 

 

(6) 振り返り 
○終わりの挨拶 

・絵本に書かれた文字を拾い読みする。 

 

・使用した教材・教具や予定カードを見て活
動を振り返る。 

・(3)(4)で登場した文字が出てくる絵本

の読み聞かせをする。 

・使用した教材・教具や予定カードを提 
示する。 

 

学習指導案（略案）例 
 

新しく習得した知識・技能を活用することができるような実生活と関連する活動や児童の興味・関心に応じた活動を取り入れる。 

児童一人一人が段階的に目標を達成していくことで単元目標の達成を目指す。 

児童一人一人の目標達成を目指した 

授業の実施 

本時の指導目標を 
達成するための重点活動 

プロセス５へ 

実態差に対応した手だてを考える。 

児童の実態（発達の段階、学習状況など） 
に応じた本時の指導目標を設定する。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

確認〇 学習評価の項目 

 
グループの学習評価を 

授業ごと又は単元終了時に記録している。 

 
児童一人一人の学習評価を 

授業ごと又は単元終了時に記録している。 

 
児童の学習の様子について 

記述式で記録している。 

 
前時の学習評価を 

次時の授業改善につなげている。 

 学習評価を次の単元につなげている。 

授業改善につなげる 

学習評価 

単元計画（評価の計画）を作成し、単元目標や本時の指導目標に対する評価を組織的に記録し、個別指導計画の評価につなげる。 

プロセス５ 

確認項目 

目標、学習内容、手だてを 

見直し、目標達成を目指す。 

授業評価シートを使用した学習評価の実施 

授業評価シート 


